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 笑顔あふれる学校の実現に向けて！ 

「笑顔あふれる金山小学校」の実現のために、児童会役員が提案してくれた内容を、具体化す

る取組として、廊下に「折り鶴」が置かれました。この「折り鶴」を踏まないように、廊下を走

らず、やさしく歩く取組です。 

さっそく、廊下には５・６年生が作製した「折り鶴」がたくさん貼り付けられました。 

羽根や首、尻尾がピンと伸びた「折り鶴」、どれぐらいもつかなと、案じておりました。 

翌日、かなりの数の「折り鶴」が痛々しい姿に…。それらを、児童会役員が中心となって、補

修・張替えを行いました。 

 

「なんで、こんなにペッタンコにふむんやろ。」 

「せっかく作ったのに…。」 

 

これらの言葉、そして、補修する姿、一つひとつすべてが 

生きた学習になっています。 

その学習が、全校に広がりつつあります。足音がやさしくなってきて 

います。スモールステップで、笑顔あふれる学校の実現に近づいて 

いければと考えています。 

 

 児童会役員が提案をした全校集会（6/26）では、その他にも、３年生の「リコーダー演奏」、

５年生の「合唱」をはじめ、図書委員会の寸劇、環境委員会のクイズ、体育委員会の実演を交え

た注意喚起の発表も行われました。 

 リコーダーの素敵な音色、元気な歌声、そして子どもたちの歓声・拍手が体育館中に響き渡る

素晴らしい１時間でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かなやまっ子 
○かしこく ○なかよく ○やる気をもって ○まじめに取り組む子 

 



７月の行事予定 

命を守るために 

年度当初から、子どもたちの命を守るために、交通安全について、様々な形で取り組んできました。 

その一環として、熊野地区交通安全協会協力のもと、久生屋地内の路地に、飛び出し人形を設置し、 

注意喚起を図ることになりました。その際には、子どもたちにも実際の設置体験をとおし、交通安全意識

を高揚させたいと考えております。 

つきましては、下記の予定で設置を行いますので、久生屋地区の子どもたちで、 

参加が可能な場合は、是非参加させてください。 

１、日 時  ７月１４日(金) 16：15 ～ （30 分程度の予定）  

２、集合場所 久生屋町姥前（うばまえ）第２公園  

３、内 容  飛び出し人形の設置  

なお、久生屋地区以外の子どもも参加できますが、くれぐれも交通事故には 

気をつけて参加してください。ご協力お願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月 ４日（火） ＡＬＴ来校 

４日（火）～７日（金） 個別懇談会（４限授業） 

プール開放（火・木：1～3年、水・金：5～6年 13：30～14：30） 

７日（金） 集金袋配付 

１０日（月） スクールカウンセラー来校 

１１日（火） イタリア ソレント市児童来校・交流、ＡＬＴ来校 

１４日（金） 着衣水泳体験（5・6年） 

久生屋町地内飛び出し人形設置（16：15～ うばまえ公園） 

１８日（火） 給食最終日（４限授業） 

１８日（火）～20日（木） プール開放（全学年 13：30～14：30） 

１９日（水） 大掃除（11：10ごろ 下校） 

２０日（木） 終業式、集団下校（10：45ごろ 下校） 

21 日(金)～8月 31日(木) 夏季休業日 

夏休みのプール開放日 7月 21日（金）、24日（月）～28日（金）、31 日（月） 

夏の交通安全運動   7月 11日（火）～20日（木） 

本校は、自然豊かな環境に囲まれています。子どもたちは、毎日、元気よく運動場で遊びます。 

そのような中、運動場には、ほぼ毎朝、野生動物の糞が落ちています。子どもたちが糞を踏まな

いよう、市役所農業振興課の方々にもご協力いただき、色々な対策を講じていますが、なかなか効

果がなく、子どもたちが運動場で活動する前に糞を取り除く毎日です。 

先日は、プールに水鳥の糞が大量に落ちていました。教頭先生と専科の先生が、糞の浮かぶプー

ルに入り、底からすべて掻き出し、水をオーバーフローさせ綺麗にしました。その後、プールの上

に防鳥糸を張りました。 

また、別の日の朝、通学路で、狸かハクビシンの死骸があることを登校した子どもたちが報告し

てくれました。すぐに市役所の方に処理していただきました。 

玄関の中で、ムカデもおりました。校舎周りで、へびや芋虫などを目にすることもあります。 

そんな中、子どもたちは、毎日のように「アマガエル」や「クワガタ」、「カマキリ」等々をつか

まえて、うれしそうに教室に持っていっています。 

校長室前の廊下では、金魚を飼い始めました。 

自然の中で生きる「命」、その「命」と人間の共存、そして 

人間が世話をしないと生きられない「命」。 

自然豊かな環境の中で、「命の大切さ」もしっかりと学んで 

いってほしいと願っています。 


